
高次脳機能障害と診断された方の
「精神障害者保健福祉手帳」について

なごや高次脳機能障害支援センター



「高次脳機能障害」は

脳卒中や交通事故などにより

脳にダメージを受けることで

生じる可能性があります。



症状（例）

記憶障害 • 物をどこに置いたかわからずにいつも探し回っている。
• さっき言ったこと言われたことを忘れる。
• 人の名前が覚えられない。

注意障害 • 気が散りやすい、集中できない、ぼーっとする。
• 周囲に反応し、なかなか食事ができない。
• 二つのことが同時にできない。

遂行機能障害 • 融通が効かない。
• 段取りが悪くなった、何から手をつけてよいか分からない。
• 計画的に行動できない。

社会的行動障害 • 怒りっぽい、すぐに怒ったり暴れたりする。
• 意欲が低下した、何事にも無関心でやる気がしない。
• 欲求のコントロールができない。
• 人への依存が度高くなった。



高次脳機能障害によって

日常生活や社会生活に障害がある場合、

「精神障害者保健福祉手帳」

を取得することができます。



手帳を取得すると・・

• 様々な障害福祉サービスを受けやすくなります。

•医療費助成やその他優遇措置をうけることができるようにな

ります。

（＊詳しくは、お住まいの自治体にご確認ください。）



精神障害者保健福祉手帳の診断書

記載のポイント



■診断書を記載することができる医師

・高次脳機能障害の診察をされている主
治医であれば記載が可能です。

•精神科を標榜する医師以外でも作成がで
きます。



■診断書の病名について

・主たる精神障害の箇所には「高次脳機能障害」と記
載します。

IＣＤコードは以下のいずれかです。

• F－04（記憶障害顕著）

• F－06（注意障害。全体に低下）

• F－07（行動障害系）



■【診断書】初診年月日について

•受傷・発症が明らかである場合は各病院の初診
日を記載してください。

•受傷・発症から長期経過してから高次脳機能障
害と診断された場合は、診断された日が初診日
で申請はその日から6ヶ月後となります。

•主たる精神障害の初診日から６ヶ月未満だと申
請しても受理されません。



■診断書【現在の症状】について
（診断書の「現在の症状」は以下の点を考慮してご記入ください）

・該当する状態像および症状の番号を○で囲みます。

・高次脳機能障害は10に該当します。該当する箇所に○を

つけてください。

（3）その他の記憶障害

（高次脳の記憶障害はここに記載します）

（5）遂行機能障害

（6）注意障害

社会的行動障害は該当箇所がない場合は12に明記します。



■【診断書】生活能力の状態について

単身生活、又は入所や在宅で家族と同居であっ

ても支援者や家族がいない状況での状態を想定、

年齢相応の能力で判断してください。



（１）に該当する場合は通常、手帳は非該当です。

■【診断書】日常生活能力の程度について



■生活状況の確認のポイント
（１）精神障害を認めるが、日常生活及び社会生活は普通にできる

健常者と同じようにできる。

（２）精神障害を認め、日常生活又は社会生活に一定の制限を受ける

一人で外出できる、日常的な家事はできるが、状況や手順の変化に弱い。

社会生活の中で発言が不適切なことがあるが、行動は他の人に合わせることができる。

変化の少ない環境では安定しているが、やや大きな非日常的なストレスへの対処が困難。

（３）精神障害を認め、日常生活に著しい制限を受けており、時に援助を必要とする

一人で外出でき、習慣化された外出や福祉サービス事業等を利用することができる。

食事の用意（調理は意味しない）、清潔保持等は適切にはできない。

日常生活の中での発言や行動のテンポが不適切なことがある。生活環境等の変化に弱く、日常的なストレス下でも対処が困難。

（４）精神障害を認め、日常生活に著しい制限を受けており、常時援助を必要とする

引きこもりがち。自発性が乏しい。発言内容が不適切。

行動のテンポが他の人のペースと大きく隔たる。些細な出来事で不安定になりやすい。日常生活全般で常に援助を必要とする。

（５）精神障害を認め、身の回りのことはほとんどできない

入院の場合は院内でも常時援助を必要とする。

在宅の場合は医療機関等への外出を自発的にできず、付き添いが必要。家庭生活においても適切な食事を用意や家事、

身辺の清潔保持は行えず。常時の援助が必要。



生活状況を確認するために、

「日常生活状況 確認書」をご活用いただけます。

＊当ホームページよりダウンロードしてご利用ください。



精神障害者保健福祉手帳診断書作成上の留意点
については、

「愛知県精神保健福祉センター」

「ウェルネットなごや」

のホームページに掲載されています。
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